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燃料電池や二次電池などのエネルギーデバイスではスラリーから形成
される多孔質電極（反応輸送場）が重要部材ですが、従来は試行錯誤
により作製されてきました。

• 電極スラリーに分散された材料状態の定量的評価手法の確立

• 多孔質電極を形成する非定常過程のその場計測とシミュレーション

• 電極構造評価および反応輸送現象のその場計測・解析

これらの研究を通じて、非定常・多分散・濃厚なスラリーから多孔質
反応輸送場の形成並びにエネルギーデバイスの機能発現までのメカ
ニズム解明と高機能化のための設計・作製指針提案を進めて
います。

エネルギーデバイス開発、スラリープロセス分野

スラリーを用いた
反応輸送場形成とエネルギーデバイスの機能発現
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日本には古くから木造で建物が造られてきました。
住宅はもちろん神社や寺院建築など様々な建築物
が木造で建てられており、現在も住宅の多くは木
造です。特に古い木造建築物は文化財指定を受け
ていますが、現行の基準と比べて耐震性に乏しい
ものが多く、文化的価値を損ねず建物の耐震性を
向上させるための研究を行っています。また、近
年は都市部にあるビルのような建築物も木造で建
てられ始めており、新しい技術開発やその評価法
の構築を目指した研究も行っています。

• 新たな補強工法の開発
とその安全性の検証 

• 種々の耐震要素の性能
検証実験 

• 構造解析による検証

文化財

非住宅木造

【木造の耐震安全性の検証】

建築、防災、文化財

木造建築物の耐震安全性
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